
               令和８年６月１９日 

  古江小学校学校だより  

  ～ 未来をめざした「自立 共生 挑戦」 ～  （文責 校長：池田 哲也）  

 

５月２２日（金）にスローガン「みんなで団結！全力をつくして走りきろう」のもと、運

動会を行いました。一週間前から週間予報を見ながら天気が心配でした。前日でも判断が難

しく当日の朝の様子と天気予報を確認して実施することしました。前々日の予行練習の際に

金曜日に運動会ができるようにみんなで天気になるよう祈りましょうと伝えましたが、その

願いが届いたと思いました。 

練習、準備から、６年生のリードにより、全校一丸となって真剣に取り組む姿には、古江

小学校の伝統を感じることができました。子どもたちが力を合わせて、力一杯競技等に取り

組み、楽しむ姿が見られました。６年生のリーダーシップのもと、子どもたちの笑顔がたく

さん見られ、成長を感じる運動会となりました。 

来賓の皆様をはじめ、地域の皆様、保護者の皆様、たくさんの皆様の熱いご声援をいただ

き、ありがとうございました。 

 

 地域の皆様、ありがとうございます ～ 地域学校協働活動 ～ 

本校の教育活動には、たくさんの地域の皆様、保護者の皆様に、大変お世話になっていま

す。学校にお越しいただくだけでなく、子どもたちが地域へ出かけて学習させていただく機

会が多くあります。親身になって子どもたちに接していただき、教職員だけではできない体

験を通した学習や専門性の高い学びを行うことができ、子どもたちの学びがより深まってい

ると感じています。ありがとうございます。今後も学校の教育活動、子どもたちの成長に関



わっていただき、学校とともに子どもたちの成長を支えていただきたいと考えています。 

「自律」「共生」「挑戦」 宿泊研修 

 ５年生が、６月４日（木）、５日（金）に県立青少年の家（サンレイク）で宿泊研修を行い

ました。「自律」「共生」「挑戦」のめあてをもって、様々な活動に挑戦しました。当日は、天

気の具合で、キャンプファイヤーがキャンドルの集いに変更になりましたが、仲間と協力し

ながら、活動に集団生活に取り組みました。この研修で学んだことを今後の学校や普段の生

活に活かしていってほしいと思います。 

＜心がまえ＞ 

 ①「協力」「挑戦」…お互いに助け合い諦めずやりぬく 

 ②「役割」「自律」…自分の仕事に責任を持ち自分から取り組む 

            今何をすべきか、「気づき・考え・実行する」 

 ③「絆」…友達のことを思いながら行動する 

 ④5分前集合を心がける 

 ⑤挨拶や返事は大きな声で 

 ⑥使う前より美しく 

このような活動を行うために、学校と地域をつないでいるのが地域学校コーディネーターです。

こういった活動を見られると地域の方や保護者の方が、学校のため、子どものために支援（お手

伝い）をしていると感じられる方がおられると思います。確かに学校、子どもたちにとってはと

てもよいことです。ただ、それだけでは、「学校支援」や「連携活動」であって、「協働活動」で

はないように思います。「地域学校協働活動」とは、「ねらい、目標を学校と地域・家庭が共有し

て、めざすところを同じくして行う活動」、または、「一つの活動を通して、学校と家庭・地域が

それぞれのねらい、目標を持ち、それを達成できる活動」が「協働活動」となると考えられてい

ます。そういった意味では、本校がたくさんの地域の方、保護者の皆様と共に実施しております

教育活動は、多くが「地域学校協働活動」にあたると考えております。今後もこれらの活動を通

して、「地域とともにある学校づくり」を目指していきたいと考えております。 


